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資料３－１－１資料３－１－１資料３－１－１資料３－１－１

文部科学省研究開発 局文部科学省研究開発 局文部科学省研究開発 局文部科学省研究開発 局

宇宙３機関の統合について宇宙３機関の統合について宇宙３機関の統合について宇宙３機関の統合について

経 緯 と 予 定経 緯 と 予 定経 緯 と 予 定経 緯 と 予 定

１ ． 文 部 科 学 省 の 発 足 を 契 機 に 、 平 成 １ ３ 年 ４ 月 か ら 宇 宙 開 発１ ． 文 部 科 学 省 の 発 足 を 契 機 に 、 平 成 １ ３ 年 ４ 月 か ら 宇 宙 開 発１ ． 文 部 科 学 省 の 発 足 を 契 機 に 、 平 成 １ ３ 年 ４ 月 か ら 宇 宙 開 発１ ． 文 部 科 学 省 の 発 足 を 契 機 に 、 平 成 １ ３ 年 ４ 月 か ら 宇 宙 開 発
事業団 航空宇宙技術研究所及び宇宙科学研究所が共同で 運事業団 航空宇宙技術研究所及び宇宙科学研究所が共同で 運事業団 航空宇宙技術研究所及び宇宙科学研究所が共同で 運事業団 航空宇宙技術研究所及び宇宙科学研究所が共同で 運、 「、 「、 「、 「
営 本 部 」 を 設 置 し 、 ロ ケ ッ ト エ ン ジ ン に 関 す る 共 同 プ ロ ジ ェ営 本 部 」 を 設 置 し 、 ロ ケ ッ ト エ ン ジ ン に 関 す る 共 同 プ ロ ジ ェ営 本 部 」 を 設 置 し 、 ロ ケ ッ ト エ ン ジ ン に 関 す る 共 同 プ ロ ジ ェ営 本 部 」 を 設 置 し 、 ロ ケ ッ ト エ ン ジ ン に 関 す る 共 同 プ ロ ジ ェ
クト等を推進。クト等を推進。クト等を推進。クト等を推進。

２．平成１３年８月２１日２．平成１３年８月２１日２．平成１３年８月２１日２．平成１３年８月２１日

遠山文部科学大臣から、宇宙３機関を統合する旨発表。遠山文部科学大臣から、宇宙３機関を統合する旨発表。遠山文部科学大臣から、宇宙３機関を統合する旨発表。遠山文部科学大臣から、宇宙３機関を統合する旨発表。
併 せ て 、 平 成 １ ４ 年 度 概 算 要 求 に お い て 「 統 合 準 備 の た め併 せ て 、 平 成 １ ４ 年 度 概 算 要 求 に お い て 「 統 合 準 備 の た め併 せ て 、 平 成 １ ４ 年 度 概 算 要 求 に お い て 「 統 合 準 備 の た め併 せ て 、 平 成 １ ４ 年 度 概 算 要 求 に お い て 「 統 合 準 備 の た め、、、、
の経費」を要求。の経費」を要求。の経費」を要求。の経費」を要求。

３．平成１３年９月２６日３．平成１３年９月２６日３．平成１３年９月２６日３．平成１３年９月２６日

青 山 文 部 科 学 副 大 臣 の 下 に 、 宇 宙 開 発 委 員 、 宇 宙 ３ 機 関 ト青 山 文 部 科 学 副 大 臣 の 下 に 、 宇 宙 開 発 委 員 、 宇 宙 ３ 機 関 ト青 山 文 部 科 学 副 大 臣 の 下 に 、 宇 宙 開 発 委 員 、 宇 宙 ３ 機 関 ト青 山 文 部 科 学 副 大 臣 の 下 に 、 宇 宙 開 発 委 員 、 宇 宙 ３ 機 関 ト
ッ プ 及 び 産 業 界 ト ッ プ 等 か ら 成 る 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 をッ プ 及 び 産 業 界 ト ッ プ 等 か ら 成 る 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 をッ プ 及 び 産 業 界 ト ッ プ 等 か ら 成 る 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 をッ プ 及 び 産 業 界 ト ッ プ 等 か ら 成 る 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 を
設置し、以来４回開催。設置し、以来４回開催。設置し、以来４回開催。設置し、以来４回開催。

４．平成１３年１２月４．平成１３年１２月４．平成１３年１２月４．平成１３年１２月

「 特 殊 法 人 等 整 理 合 理 化 計 画 」 に お け る 指 摘 予 定 （ 宇 宙「 特 殊 法 人 等 整 理 合 理 化 計 画 」 に お け る 指 摘 予 定 （ 宇 宙「 特 殊 法 人 等 整 理 合 理 化 計 画 」 に お け る 指 摘 予 定 （ 宇 宙「 特 殊 法 人 等 整 理 合 理 化 計 画 」 に お け る 指 摘 予 定 （ 宇 宙〔 〕
開発事業団）開発事業団）開発事業団）開発事業団）

「 廃 止 し た 上 で 宇 宙 科 学 研 究 所 及 び 航 空 宇 宙 技 術 研 究「 廃 止 し た 上 で 宇 宙 科 学 研 究 所 及 び 航 空 宇 宙 技 術 研 究「 廃 止 し た 上 で 宇 宙 科 学 研 究 所 及 び 航 空 宇 宙 技 術 研 究「 廃 止 し た 上 で 宇 宙 科 学 研 究 所 及 び 航 空 宇 宙 技 術 研 究
所 と 統 合 し 、 新 た に 宇 宙 航 空 関 係 研 究 開 発 を 行 う 独 立所 と 統 合 し 、 新 た に 宇 宙 航 空 関 係 研 究 開 発 を 行 う 独 立所 と 統 合 し 、 新 た に 宇 宙 航 空 関 係 研 究 開 発 を 行 う 独 立所 と 統 合 し 、 新 た に 宇 宙 航 空 関 係 研 究 開 発 を 行 う 独 立
行政法人を設置する 」行政法人を設置する 」行政法人を設置する 」行政法人を設置する 」。。。。

５．平成１３年１２月２０日５．平成１３年１２月２０日５．平成１３年１２月２０日５．平成１３年１２月２０日

宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め （ 役 割 ・ 機 能 、 設宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め （ 役 割 ・ 機 能 、 設宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め （ 役 割 ・ 機 能 、 設宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め （ 役 割 ・ 機 能 、 設
置形態）置形態）置形態）置形態）

６．平成１４年春頃最終取りまとめ予定６．平成１４年春頃最終取りまとめ予定６．平成１４年春頃最終取りまとめ予定６．平成１４年春頃最終取りまとめ予定
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資料３－１－２資料３－１－２資料３－１－２資料３－１－２

宇宙３機関統合準備会議構成員宇宙３機関統合準備会議構成員宇宙３機関統合準備会議構成員宇宙３機関統合準備会議構成員

座長 青 山 丘 文部科学副大臣座長 青 山 丘 文部科学副大臣座長 青 山 丘 文部科学副大臣座長 青 山 丘 文部科学副大臣

（宇宙開発委員）（宇宙開発委員）（宇宙開発委員）（宇宙開発委員）
副座長 井 口 雅 一 宇宙開発委員会委員長副座長 井 口 雅 一 宇宙開発委員会委員長副座長 井 口 雅 一 宇宙開発委員会委員長副座長 井 口 雅 一 宇宙開発委員会委員長

川 崎 雅 弘 宇宙開発委員会委員長代理川 崎 雅 弘 宇宙開発委員会委員長代理川 崎 雅 弘 宇宙開発委員会委員長代理川 崎 雅 弘 宇宙開発委員会委員長代理

栗 木 恭 一 宇宙開発委員会委員栗 木 恭 一 宇宙開発委員会委員栗 木 恭 一 宇宙開発委員会委員栗 木 恭 一 宇宙開発委員会委員

（宇宙３機関関係者）（宇宙３機関関係者）（宇宙３機関関係者）（宇宙３機関関係者）
戸 田 勧 航空宇宙技術研究所理事長戸 田 勧 航空宇宙技術研究所理事長戸 田 勧 航空宇宙技術研究所理事長戸 田 勧 航空宇宙技術研究所理事長

松 尾 弘 毅 宇宙科学研究所長松 尾 弘 毅 宇宙科学研究所長松 尾 弘 毅 宇宙科学研究所長松 尾 弘 毅 宇宙科学研究所長

山之内 秀一郎 宇宙開発事業団理事長山之内 秀一郎 宇宙開発事業団理事長山之内 秀一郎 宇宙開発事業団理事長山之内 秀一郎 宇宙開発事業団理事長

（有識者）（有識者）（有識者）（有識者）
飯 田 尚 志 通信総合研究所理事長飯 田 尚 志 通信総合研究所理事長飯 田 尚 志 通信総合研究所理事長飯 田 尚 志 通信総合研究所理事長

市 川 惇 信 東京工業大学名誉教授市 川 惇 信 東京工業大学名誉教授市 川 惇 信 東京工業大学名誉教授市 川 惇 信 東京工業大学名誉教授

江 名 輝 彦 宇 宙 通 信 株 式 会社 代 表 取 締役江 名 輝 彦 宇 宙 通 信 株 式 会社 代 表 取 締役江 名 輝 彦 宇 宙 通 信 株 式 会社 代 表 取 締役江 名 輝 彦 宇 宙 通 信 株 式 会社 代 表 取 締役
社長社長社長社長

小 平 桂 一 総合研究大学院大学長小 平 桂 一 総合研究大学院大学長小 平 桂 一 総合研究大学院大学長小 平 桂 一 総合研究大学院大学長

佐 藤 勝 彦 東京 大 学 大 学 院理 学 系 研 究科佐 藤 勝 彦 東京 大 学 大 学 院理 学 系 研 究科佐 藤 勝 彦 東京 大 学 大 学 院理 学 系 研 究科佐 藤 勝 彦 東京 大 学 大 学 院理 学 系 研 究科
研究科長研究科長研究科長研究科長

谷 口 一 郎 経済 団 体 連 合 会宇 宙 開 発 利用谷 口 一 郎 経済 団 体 連 合 会宇 宙 開 発 利用谷 口 一 郎 経済 団 体 連 合 会宇 宙 開 発 利用谷 口 一 郎 経済 団 体 連 合 会宇 宙 開 発 利用
推進会議会長推進会議会長推進会議会長推進会議会長

西 岡 喬 三 菱 重 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締西 岡 喬 三 菱 重 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締西 岡 喬 三 菱 重 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締西 岡 喬 三 菱 重 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締
役社長役社長役社長役社長

廣 渡 清 吾 東京大学学長特別補佐廣 渡 清 吾 東京大学学長特別補佐廣 渡 清 吾 東京大学学長特別補佐廣 渡 清 吾 東京大学学長特別補佐

安 田 靖 彦 早稲 田 大 学 理 工学 部 電 子 ・情安 田 靖 彦 早稲 田 大 学 理 工学 部 電 子 ・情安 田 靖 彦 早稲 田 大 学 理 工学 部 電 子 ・情安 田 靖 彦 早稲 田 大 学 理 工学 部 電 子 ・情
報通信学科教授報通信学科教授報通信学科教授報通信学科教授
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資料３－１－３資料３－１－３資料３－１－３資料３－１－３

宇 宙 ３ 機 関 統 合 後 の 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能 等 に つ い て宇 宙 ３ 機 関 統 合 後 の 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能 等 に つ い て宇 宙 ３ 機 関 統 合 後 の 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能 等 に つ い て宇 宙 ３ 機 関 統 合 後 の 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能 等 に つ い て
－ 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め － （ 概 要 ）－ 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め － （ 概 要 ）－ 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め － （ 概 要 ）－ 宇 宙 ３ 機 関 統 合 準 備 会 議 中 間 取 り ま と め － （ 概 要 ）

１ ． 宇 宙 ３ 機 関 統 合 の 基 本 原 則１ ． 宇 宙 ３ 機 関 統 合 の 基 本 原 則１ ． 宇 宙 ３ 機 関 統 合 の 基 本 原 則１ ． 宇 宙 ３ 機 関 統 合 の 基 本 原 則

○ 我 が 国 が 特 色 あ る 宇 宙 開 発 利 用 を 推 進 す る 観 点 か ら 、 機 能 を○ 我 が 国 が 特 色 あ る 宇 宙 開 発 利 用 を 推 進 す る 観 点 か ら 、 機 能 を○ 我 が 国 が 特 色 あ る 宇 宙 開 発 利 用 を 推 進 す る 観 点 か ら 、 機 能 を○ 我 が 国 が 特 色 あ る 宇 宙 開 発 利 用 を 推 進 す る 観 点 か ら 、 機 能 を
重 点 化 す る こ と 。重 点 化 す る こ と 。重 点 化 す る こ と 。重 点 化 す る こ と 。

○ 重 点 化 を 図 る に 当 た っ て は 、 基 盤 技 術 の 強 化 に 特 に 配 慮 す る○ 重 点 化 を 図 る に 当 た っ て は 、 基 盤 技 術 の 強 化 に 特 に 配 慮 す る○ 重 点 化 を 図 る に 当 た っ て は 、 基 盤 技 術 の 強 化 に 特 に 配 慮 す る○ 重 点 化 を 図 る に 当 た っ て は 、 基 盤 技 術 の 強 化 に 特 に 配 慮 す る
こ と 。こ と 。こ と 。こ と 。

○ 効 率 的 、 効 果 的 な 研 究 開 発 等 を 実 施 す る た め 、 最 適 な 組 織 体○ 効 率 的 、 効 果 的 な 研 究 開 発 等 を 実 施 す る た め 、 最 適 な 組 織 体○ 効 率 的 、 効 果 的 な 研 究 開 発 等 を 実 施 す る た め 、 最 適 な 組 織 体○ 効 率 的 、 効 果 的 な 研 究 開 発 等 を 実 施 す る た め 、 最 適 な 組 織 体
制 を 構 築 す る こ と 。制 を 構 築 す る こ と 。制 を 構 築 す る こ と 。制 を 構 築 す る こ と 。

○ 世 界 最 高 水 準 の 宇 宙 科 学 研 究 を 遂 行 す る と と も に 、 そ の た め○ 世 界 最 高 水 準 の 宇 宙 科 学 研 究 を 遂 行 す る と と も に 、 そ の た め○ 世 界 最 高 水 準 の 宇 宙 科 学 研 究 を 遂 行 す る と と も に 、 そ の た め○ 世 界 最 高 水 準 の 宇 宙 科 学 研 究 を 遂 行 す る と と も に 、 そ の た め
に 最 適 な 運 営 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と 。に 最 適 な 運 営 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と 。に 最 適 な 運 営 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と 。に 最 適 な 運 営 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と 。

○ 産 業 界 と の 円 滑 な 連 携 ・ 協 力 を 推 進 し 、 産 業 界 と の 間 に 強 い○ 産 業 界 と の 円 滑 な 連 携 ・ 協 力 を 推 進 し 、 産 業 界 と の 間 に 強 い○ 産 業 界 と の 円 滑 な 連 携 ・ 協 力 を 推 進 し 、 産 業 界 と の 間 に 強 い○ 産 業 界 と の 円 滑 な 連 携 ・ 協 力 を 推 進 し 、 産 業 界 と の 間 に 強 い
信 頼 関 係 を 構 築 す る こ と 。信 頼 関 係 を 構 築 す る こ と 。信 頼 関 係 を 構 築 す る こ と 。信 頼 関 係 を 構 築 す る こ と 。

２ ． 新 機 関 が 見 据 え る 我 が 国 の 宇 宙 開 発 利 用 の 基 本 方 針２ ． 新 機 関 が 見 据 え る 我 が 国 の 宇 宙 開 発 利 用 の 基 本 方 針２ ． 新 機 関 が 見 据 え る 我 が 国 の 宇 宙 開 発 利 用 の 基 本 方 針２ ． 新 機 関 が 見 据 え る 我 が 国 の 宇 宙 開 発 利 用 の 基 本 方 針

○ 科 学 技 術 創 造 立 国 の 立 場 か ら 戦 略 的 分 野 と し て 宇 宙 開 発 利 用○ 科 学 技 術 創 造 立 国 の 立 場 か ら 戦 略 的 分 野 と し て 宇 宙 開 発 利 用○ 科 学 技 術 創 造 立 国 の 立 場 か ら 戦 略 的 分 野 と し て 宇 宙 開 発 利 用○ 科 学 技 術 創 造 立 国 の 立 場 か ら 戦 略 的 分 野 と し て 宇 宙 開 発 利 用
活 動 を 推 進 。活 動 を 推 進 。活 動 を 推 進 。活 動 を 推 進 。

○ 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 技 術 力 の 獲 得 に よ る 先 導 的 地 位 の 確 保 及○ 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 技 術 力 の 獲 得 に よ る 先 導 的 地 位 の 確 保 及○ 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 技 術 力 の 獲 得 に よ る 先 導 的 地 位 の 確 保 及○ 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 技 術 力 の 獲 得 に よ る 先 導 的 地 位 の 確 保 及
び 世 界 最 先 端 の 宇 宙 科 学 の 推 進 に よ る 知 的 存 在 感 の あ る 国 のび 世 界 最 先 端 の 宇 宙 科 学 の 推 進 に よ る 知 的 存 在 感 の あ る 国 のび 世 界 最 先 端 の 宇 宙 科 学 の 推 進 に よ る 知 的 存 在 感 の あ る 国 のび 世 界 最 先 端 の 宇 宙 科 学 の 推 進 に よ る 知 的 存 在 感 の あ る 国 の
実 現 。実 現 。実 現 。実 現 。

○ 自 律 的 な 宇 宙 開 発 利 用 活 動 を 展 開 す る た め の 技 術 力 を 独 自 に○ 自 律 的 な 宇 宙 開 発 利 用 活 動 を 展 開 す る た め の 技 術 力 を 独 自 に○ 自 律 的 な 宇 宙 開 発 利 用 活 動 を 展 開 す る た め の 技 術 力 を 独 自 に○ 自 律 的 な 宇 宙 開 発 利 用 活 動 を 展 開 す る た め の 技 術 力 を 独 自 に
保 持 ・ 発 展 さ せ 、 宇 宙 利 用 を 拡 大 。保 持 ・ 発 展 さ せ 、 宇 宙 利 用 を 拡 大 。保 持 ・ 発 展 さ せ 、 宇 宙 利 用 を 拡 大 。保 持 ・ 発 展 さ せ 、 宇 宙 利 用 を 拡 大 。

○ 国 際 協 力 の 推 進○ 国 際 協 力 の 推 進○ 国 際 協 力 の 推 進○ 国 際 協 力 の 推 進

３ ． 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能３ ． 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能３ ． 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能３ ． 新 機 関 の 役 割 ・ 機 能

位 置 付 け ○ 市 場 原 理 に は な じ ま な い 公 共 性 の 高 い 活 動 を 行 う位 置 付 け ○ 市 場 原 理 に は な じ ま な い 公 共 性 の 高 い 活 動 を 行 う位 置 付 け ○ 市 場 原 理 に は な じ ま な い 公 共 性 の 高 い 活 動 を 行 う位 置 付 け ○ 市 場 原 理 に は な じ ま な い 公 共 性 の 高 い 活 動 を 行 う
機 関 。機 関 。機 関 。機 関 。

○ 宇 宙 開 発 、 宇 宙 科 学 研 究 及 び 航 空 科 学 技 術 を 先 導○ 宇 宙 開 発 、 宇 宙 科 学 研 究 及 び 航 空 科 学 技 術 を 先 導○ 宇 宙 開 発 、 宇 宙 科 学 研 究 及 び 航 空 科 学 技 術 を 先 導○ 宇 宙 開 発 、 宇 宙 科 学 研 究 及 び 航 空 科 学 技 術 を 先 導
す る 中 核 機 関 。す る 中 核 機 関 。す る 中 核 機 関 。す る 中 核 機 関 。

役 割 ・ 機 能 研 究 開 発役 割 ・ 機 能 研 究 開 発役 割 ・ 機 能 研 究 開 発役 割 ・ 機 能 研 究 開 発

・ 宇 宙 輸 送 系 技 術 の 完 成 と 維 持 ・ 発 展・ 宇 宙 輸 送 系 技 術 の 完 成 と 維 持 ・ 発 展・ 宇 宙 輸 送 系 技 術 の 完 成 と 維 持 ・ 発 展・ 宇 宙 輸 送 系 技 術 の 完 成 と 維 持 ・ 発 展
・ 衛 星 に よ る 宇 宙 実 証 の 推 進・ 衛 星 に よ る 宇 宙 実 証 の 推 進・ 衛 星 に よ る 宇 宙 実 証 の 推 進・ 衛 星 に よ る 宇 宙 実 証 の 推 進



- 2 -

・ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築・ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築・ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築・ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築
・ 官 民 の 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 技 術 開 発・ 官 民 の 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 技 術 開 発・ 官 民 の 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 技 術 開 発・ 官 民 の 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 技 術 開 発
・ 宇 宙 科 学 の 推 進・ 宇 宙 科 学 の 推 進・ 宇 宙 科 学 の 推 進・ 宇 宙 科 学 の 推 進
・ 航 空 科 学 技 術 の 推 進・ 航 空 科 学 技 術 の 推 進・ 航 空 科 学 技 術 の 推 進・ 航 空 科 学 技 術 の 推 進

社 会 と の 連 携 ・ 協 力社 会 と の 連 携 ・ 協 力社 会 と の 連 携 ・ 協 力社 会 と の 連 携 ・ 協 力

・ 産 業 の 発 展 に 資 す る 柔 軟 か つ 強 固 な 産 学 官 連 携 ・・ 産 業 の 発 展 に 資 す る 柔 軟 か つ 強 固 な 産 学 官 連 携 ・・ 産 業 の 発 展 に 資 す る 柔 軟 か つ 強 固 な 産 学 官 連 携 ・・ 産 業 の 発 展 に 資 す る 柔 軟 か つ 強 固 な 産 学 官 連 携 ・
協 力 体 制 の 構 築協 力 体 制 の 構 築協 力 体 制 の 構 築協 力 体 制 の 構 築

・ 国 民 理 解 の 増 進 等 社 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の・ 国 民 理 解 の 増 進 等 社 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の・ 国 民 理 解 の 増 進 等 社 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の・ 国 民 理 解 の 増 進 等 社 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の
推 進推 進推 進推 進

国 際 協 力国 際 協 力国 際 協 力国 際 協 力

・ 海 外 と の 共 同 研 究 開 発 、 人 的 交 流 の 推 進・ 海 外 と の 共 同 研 究 開 発 、 人 的 交 流 の 推 進・ 海 外 と の 共 同 研 究 開 発 、 人 的 交 流 の 推 進・ 海 外 と の 共 同 研 究 開 発 、 人 的 交 流 の 推 進

人 材 養 成人 材 養 成人 材 養 成人 材 養 成

・ 大 学 院 教 育 協 力 等・ 大 学 院 教 育 協 力 等・ 大 学 院 教 育 協 力 等・ 大 学 院 教 育 協 力 等

４ ． 連 携 ・ 協 力４ ． 連 携 ・ 協 力４ ． 連 携 ・ 協 力４ ． 連 携 ・ 協 力

（ １ ） 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 ・ 機 関 と の 連 携 ・ 協 力（ １ ） 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 ・ 機 関 と の 連 携 ・ 協 力（ １ ） 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 ・ 機 関 と の 連 携 ・ 協 力（ １ ） 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 ・ 機 関 と の 連 携 ・ 協 力

○ 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 等 の 行 政 目 的 達 成 の た め の 宇 宙 利 用 プ○ 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 等 の 行 政 目 的 達 成 の た め の 宇 宙 利 用 プ○ 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 等 の 行 政 目 的 達 成 の た め の 宇 宙 利 用 プ○ 宇 宙 利 用 関 係 省 庁 等 の 行 政 目 的 達 成 の た め の 宇 宙 利 用 プ
、 「 」 。、 「 」 。、 「 」 。、 「 」 。ロ ジ ェ ク ト の 増 大 い わ ば 宇 宙 利 用 の 多 角 化 を 目 指 すロ ジ ェ ク ト の 増 大 い わ ば 宇 宙 利 用 の 多 角 化 を 目 指 すロ ジ ェ ク ト の 増 大 い わ ば 宇 宙 利 用 の 多 角 化 を 目 指 すロ ジ ェ ク ト の 増 大 い わ ば 宇 宙 利 用 の 多 角 化 を 目 指 す

○ 宇 宙 利 用 の ア イ デ ィ ア や 技 術 の 企 画 及 び そ の 開 発 を 行 い 、 関○ 宇 宙 利 用 の ア イ デ ィ ア や 技 術 の 企 画 及 び そ の 開 発 を 行 い 、 関○ 宇 宙 利 用 の ア イ デ ィ ア や 技 術 の 企 画 及 び そ の 開 発 を 行 い 、 関○ 宇 宙 利 用 の ア イ デ ィ ア や 技 術 の 企 画 及 び そ の 開 発 を 行 い 、 関
係 省 庁 ・ 機 関 に 積 極 的 に 発 信 す る こ と 等 に よ り 、 関 係 省 庁 等係 省 庁 ・ 機 関 に 積 極 的 に 発 信 す る こ と 等 に よ り 、 関 係 省 庁 等係 省 庁 ・ 機 関 に 積 極 的 に 発 信 す る こ と 等 に よ り 、 関 係 省 庁 等係 省 庁 ・ 機 関 に 積 極 的 に 発 信 す る こ と 等 に よ り 、 関 係 省 庁 等
の宇宙利用の促進に積極的に取り組む。の宇宙利用の促進に積極的に取り組む。の宇宙利用の促進に積極的に取り組む。の宇宙利用の促進に積極的に取り組む。

（ ２ ） 産 業 界 と の 連 携 ・ 協 力（ ２ ） 産 業 界 と の 連 携 ・ 協 力（ ２ ） 産 業 界 と の 連 携 ・ 協 力（ ２ ） 産 業 界 と の 連 携 ・ 協 力

○ 産 業 化 ・ 商 業 化 、 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 事 業 や 連 携 ・○ 産 業 化 ・ 商 業 化 、 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 事 業 や 連 携 ・○ 産 業 化 ・ 商 業 化 、 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 事 業 や 連 携 ・○ 産 業 化 ・ 商 業 化 、 宇 宙 利 用 の 拡 大 に 資 す る 事 業 や 連 携 ・
協 力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進 す る た め 、 産 業 界 等 の ニ ー ズ を 反協 力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進 す る た め 、 産 業 界 等 の ニ ー ズ を 反協 力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進 す る た め 、 産 業 界 等 の ニ ー ズ を 反協 力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進 す る た め 、 産 業 界 等 の ニ ー ズ を 反
映 し 得 る 具 体 的 仕 組 み の 構 築 。映 し 得 る 具 体 的 仕 組 み の 構 築 。映 し 得 る 具 体 的 仕 組 み の 構 築 。映 し 得 る 具 体 的 仕 組 み の 構 築 。

（ ３ ） 大 学 と の 連 携 ・ 協 力（ ３ ） 大 学 と の 連 携 ・ 協 力（ ３ ） 大 学 と の 連 携 ・ 協 力（ ３ ） 大 学 と の 連 携 ・ 協 力

○ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築 、 宇 宙 開 発 利 用 の 拡 大 や 産 学 官○ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築 、 宇 宙 開 発 利 用 の 拡 大 や 産 学 官○ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築 、 宇 宙 開 発 利 用 の 拡 大 や 産 学 官○ 強 力 な 技 術 的 基 盤 の 構 築 、 宇 宙 開 発 利 用 の 拡 大 や 産 学 官
の 連 携 ・ 協 力 を 推 進 す る た め 、 大 学 が 有 す る 幅 広 い 基 礎 研の 連 携 ・ 協 力 を 推 進 す る た め 、 大 学 が 有 す る 幅 広 い 基 礎 研の 連 携 ・ 協 力 を 推 進 す る た め 、 大 学 が 有 す る 幅 広 い 基 礎 研の 連 携 ・ 協 力 を 推 進 す る た め 、 大 学 が 有 す る 幅 広 い 基 礎 研
究 の 成 果 、 優 れ た 人 材 、 研 究 開 発 能 力 及 び 多 様 な 社 会 と の究 の 成 果 、 優 れ た 人 材 、 研 究 開 発 能 力 及 び 多 様 な 社 会 と の究 の 成 果 、 優 れ た 人 材 、 研 究 開 発 能 力 及 び 多 様 な 社 会 と の究 の 成 果 、 優 れ た 人 材 、 研 究 開 発 能 力 及 び 多 様 な 社 会 と の
ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 。ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 。ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 。ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 。

５ ． 設 置 形 態５ ． 設 置 形 態５ ． 設 置 形 態５ ． 設 置 形 態

独 立 行 政 法 人 と し て 設 置独 立 行 政 法 人 と し て 設 置独 立 行 政 法 人 と し て 設 置独 立 行 政 法 人 と し て 設 置



　　　　　　　　　　　　　　　　新機関における産業界との連携・協力の仕組み新機関における産業界との連携・協力の仕組み新機関における産業界との連携・協力の仕組み新機関における産業界との連携・協力の仕組み新機関における産業界との連携・協力の仕組み新機関における産業界との連携・協力の仕組み新機関における産業界との連携・協力の仕組み新機関における産業界との連携・協力の仕組み

Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　Ⅰ　産業界等との連携・協力プロジェクトを推進するための　　
　　組織の整備　　組織の整備　　組織の整備　　組織の整備　　組織の整備　　組織の整備　　組織の整備　　組織の整備

　※産業化・商業化、宇宙利用の拡大に資する事業や産業界　※産業化・商業化、宇宙利用の拡大に資する事業や産業界　※産業化・商業化、宇宙利用の拡大に資する事業や産業界　※産業化・商業化、宇宙利用の拡大に資する事業や産業界
　　及び関係省庁との連携・協力を推進　　及び関係省庁との連携・協力を推進　　及び関係省庁との連携・協力を推進　　及び関係省庁との連携・協力を推進

Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築Ⅱ　産業界等のニーズに敏感に反応できる仕組みの構築

人的交流の推進　　　　　　　人的交流の推進　　　　　　　人的交流の推進　　　　　　　人的交流の推進　　　　　　　

※役員等経営層から技術者層まで産業界の人材を受け　※役員等経営層から技術者層まで産業界の人材を受け　※役員等経営層から技術者層まで産業界の人材を受け　※役員等経営層から技術者層まで産業界の人材を受け　
　入れ　入れ　入れ　入れ

※民間との間の流動人事制度（数年間の任期付き人事交※民間との間の流動人事制度（数年間の任期付き人事交※民間との間の流動人事制度（数年間の任期付き人事交※民間との間の流動人事制度（数年間の任期付き人事交
　　流）の制度化　　流）の制度化　　流）の制度化　　流）の制度化

　　　　産業界との連携会議の設置　　　　　　　　　　　　　　産業界との連携会議の設置　　　　　　　　　　　　　　産業界との連携会議の設置　　　　　　　　　　　　　　産業界との連携会議の設置　　　　　　　　　　　　　　

※新機関に経営に関する助言組織の設置を検討※新機関に経営に関する助言組織の設置を検討※新機関に経営に関する助言組織の設置を検討※新機関に経営に関する助言組織の設置を検討

※※※※文部科学省に新機関の組織設計の段階から産業界等の文部科学省に新機関の組織設計の段階から産業界等の文部科学省に新機関の組織設計の段階から産業界等の文部科学省に新機関の組織設計の段階から産業界等の
　関係者から成る連絡会議を設置　関係者から成る連絡会議を設置　関係者から成る連絡会議を設置　関係者から成る連絡会議を設置

※新機関に産学官が一体的に議論する連携会議の常設※新機関に産学官が一体的に議論する連携会議の常設※新機関に産学官が一体的に議論する連携会議の常設※新機関に産学官が一体的に議論する連携会議の常設

　　・　　・　　・　　・宇宙利用のアイデアやプロジェクト・研究開発テーマの検討宇宙利用のアイデアやプロジェクト・研究開発テーマの検討宇宙利用のアイデアやプロジェクト・研究開発テーマの検討宇宙利用のアイデアやプロジェクト・研究開発テーマの検討

産学官連携協力活動の場の整備　　　　　　　産学官連携協力活動の場の整備　　　　　　　産学官連携協力活動の場の整備　　　　　　　産学官連携協力活動の場の整備　　　　　　　

※宇宙オープンラボラトリーの設置※宇宙オープンラボラトリーの設置※宇宙オープンラボラトリーの設置※宇宙オープンラボラトリーの設置

　　　　・ベンチャー育成や商業化関連の研究開発も実施・ベンチャー育成や商業化関連の研究開発も実施・ベンチャー育成や商業化関連の研究開発も実施・ベンチャー育成や商業化関連の研究開発も実施

※ＴＬＯ（技術移転センター）の設置を検討※ＴＬＯ（技術移転センター）の設置を検討※ＴＬＯ（技術移転センター）の設置を検討※ＴＬＯ（技術移転センター）の設置を検討
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資料３－ １－ ５資料３－ １－ ５資料３－ １－ ５資料３－ １－ ５

平成 １ ３年 １ ２月 ２ ０日平成 １ ３年 １ ２月 ２ ０日平成 １ ３年 １ ２月 ２ ０日平成 １ ３年 １ ２月 ２ ０日

宇宙 ３機関統合準備会議宇宙３機関統合準備会議宇宙３機関統合準備会議宇宙３機関統合準備会議

宇宙３機関統合後の新機関の役割 ・機能等について宇宙３機関統合後の新機関の役割 ・機能等について宇宙３機関統合後の新機関の役割 ・機能等について宇宙３機関統合後の新機関の役割 ・機能等について

（中間取り ま と め ）（ 中間取り ま と め ）（ 中間取り ま と め ）（ 中間取り ま と め ）

１ ． は じ め に１ ． は じ め に１ ． は じ め に１ ． は じ め に

（ １ ） 文部科学省では 、特殊法人等改革の趣旨を踏ま え 、宇宙開発事業（ １ ） 文部科学省では 、特殊法人等改革の趣旨を踏ま え 、宇宙開発事業（ １ ） 文部科学省では 、特殊法人等改革の趣旨を踏ま え 、宇宙開発事業（ １ ） 文部科学省では 、特殊法人等改革の趣旨を踏ま え 、宇宙開発事業

団 、 宇宙科学研究所及 び航空宇宙技術研究所 （ 以下 、 「 宇宙 ３ 機団 、 宇宙科学研究所及 び航空宇宙技術研究所 （ 以下 、 「 宇宙 ３ 機団 、 宇宙科学研究所及 び航空宇宙技術研究所 （ 以下 、 「 宇宙 ３ 機団 、 宇宙科学研究所及 び航空宇宙技術研究所 （ 以下 、 「 宇宙 ３ 機

関 」 と い う 。 ） の力 を結集し 、宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学関 」 と い う 。 ） の力 を結集し 、宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学関 」 と い う 。 ） の力 を結集し 、宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学関 」 と い う 。 ） の力 を結集し 、宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学

技術を一段 と効率 よ く 効果的に推進す る体制を構築す る た め 、 こ れ ら技術 を一段 と効率 よ く 効果的に推進す る体制を構築す る た め 、 こ れ ら技術 を一段 と効率 よ く 効果的に推進す る体制を構築す る た め 、 こ れ ら技術 を一段 と効率 よ く 効果的に推進す る体制を構築す る た め 、 こ れ ら

の機関を統合する方針を決定した 。の機関を統合する方針を決定した 。の機関を統合する方針を決定した 。の機関を統合する方針を決定した 。

（ ２ ） 統合後の新機関の在 り方に つ い て検討する こ と を目的 と し て 、宇宙 ３（ ２ ） 統合後の新機関の在 り方に つ い て検討する こ と を目的 と し て 、宇宙 ３（ ２ ） 統合後の新機関の在 り方に つ い て検討する こ と を目的 と し て 、宇宙 ３（ ２ ） 統合後の新機関の在 り方に つ い て検討する こ と を目的 と し て 、宇宙 ３

機関統合準備会議 （ 以下 、 「 会議 」 と い う 。 ） が 、 平成 １ ３ 年 ９月 １ ８機関統合準備会議 （ 以下 、 「 会議 」 と い う 。 ） が 、 平成 １ ３ 年 ９月 １ ８機関統合準備会議 （ 以下 、 「 会議 」 と い う 。 ） が 、 平成 １ ３ 年 ９月 １ ８機関統合準備会議 （ 以下 、 「 会議 」 と い う 。 ） が 、 平成 １ ３ 年 ９月 １ ８

日に設置された 。日に設置された 。日に設置された 。日に設置された 。

以来 、 １ ） 今 後 の我 が国 の宇宙開発利用の在 り方 を踏 ま え た統合以来 、 １ ） 今 後 の我 が国 の宇宙開発利用の在 り方 を踏 ま え た統合以来 、 １ ） 今 後 の我 が国 の宇宙開発利用の在 り方 を踏 ま え た統合以来 、 １ ） 今 後 の我 が国 の宇宙開発利用の在 り方 を踏 ま え た統合

後の新機関の役割 、 ２ ） 新機関の役割に沿 っ た主要な機能及び統合後の新機関の役割 、 ２ ） 新機関の役割に沿 っ た主要な機能及び統合後の新機関の役割 、 ２ ） 新機関の役割に沿 っ た主要な機能及び統合後の新機関の役割 、 ２ ） 新機関の役割に沿 っ た主要な機能及び統合

に当た っ て特に留意すべき事項等について検討が行われて き た 。に当た っ て特に留意すべき事項等について検討が行われて き た 。に当た っ て特に留意すべき事項等について検討が行われて き た 。に当た っ て特に留意すべき事項等について検討が行われて き た 。

具体的には 、以下の よ う な課題に つ い て検討を行い 、平成 １ ３年度具体的には 、以下の よ う な課題に つ い て検討を行い 、平成 １ ３年度具体的には 、以下の よ う な課題に つ い て検討を行い 、平成 １ ３年度具体的には 、以下の よ う な課題に つ い て検討を行い 、平成 １ ３年度

末 に最終的な取 り ま と め を行 う こ と と し 、 こ れ ま で ５ 回 の 会議 を重ね て末 に最終的な取 り ま と め を行 う こ と と し 、 こ れ ま で ５ 回 の 会議 を重ね て末 に最終的な取 り ま と め を行 う こ と と し 、 こ れ ま で ５ 回 の 会議 を重ね て末 に最終的な取 り ま と め を行 う こ と と し 、 こ れ ま で ５ 回 の 会議 を重ね て

き た と こ ろ で あ る 。 こ の度 、 これまでの検討の う ち 、検討課題の １ ）～ ３ ）き た と こ ろ で あ る 。 こ の度 、 これまでの検討の う ち 、検討課題の １ ）～ ３ ）き た と こ ろ で あ る 。 こ の度 、 これまでの検討の う ち 、検討課題の １ ）～ ３ ）き た と こ ろ で あ る 。 こ の度 、 これまでの検討の う ち 、検討課題の １ ）～ ３ ）

に つ い て 、 概 ね取 り ま と め が で き た の で 、 中間取 り ま と め の形 で整理 すに つ い て 、 概 ね取 り ま と め が で き た の で 、 中間取 り ま と め の形 で整理 すに つ い て 、 概 ね取 り ま と め が で き た の で 、 中間取 り ま と め の形 で整理 すに つ い て 、 概 ね取 り ま と め が で き た の で 、 中間取 り ま と め の形 で整理 す

る こ と と し た 。る こ と と し た 。る こ と と し た 。る こ と と し た 。

（ 検討課題 ）（検討課題 ）（検討課題 ）（検討課題 ）

１ ） 我が国の宇宙開発利用の目的と方向１ ）我が国の宇宙開発利用の目的と方向１ ）我が国の宇宙開発利用の目的と方向１ ）我が国の宇宙開発利用の目的と方向

２ ）宇宙３機関統合後の新機関の主な役割 ・機能２ ）宇宙 ３機関統合後の新機関の主な役割 ・機能２ ）宇宙 ３機関統合後の新機関の主な役割 ・機能２ ）宇宙 ３機関統合後の新機関の主な役割 ・機能
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３ ）宇宙産業の発展への貢献３ ）宇宙産業の発展への貢献３ ）宇宙産業の発展への貢献３ ）宇宙産業の発展への貢献

４ ）宇宙３機関統合後の新機関の組織の骨格４ ）宇宙３機関統合後の新機関の組織の骨格４ ）宇宙３機関統合後の新機関の組織の骨格４ ）宇宙３機関統合後の新機関の組織の骨格

２ ．宇宙３機関統合の基本原則２ ．宇宙３機関統合の基本原則２ ．宇宙３機関統合の基本原則２ ．宇宙３機関統合の基本原則

宇宙３機関の統合に当た っ て は 、統合後の新機関が宇宙開発 、宇宙宇宙３機関の統合に当た っ て は 、統合後の新機関が宇宙開発 、宇宙宇宙３機関の統合に当た っ て は 、統合後の新機関が宇宙開発 、宇宙宇宙３機関の統合に当た っ て は 、統合後の新機関が宇宙開発 、宇宙

科学研究及び航空科学技術の研究開発を推進する我が国唯一の機関科学研究及び航空科学技術の研究開発を推進する我が国唯一の機関科学研究及び航空科学技術の研究開発を推進する我が国唯一の機関科学研究及び航空科学技術の研究開発を推進する我が国唯一の機関

で あ る こ と の 重 要性 を 踏 ま え 、 下記 の五 つ の考 え方 を 基本原則 と す る 。で あ る こ と の 重 要性 を 踏 ま え 、 下記 の五 つ の考 え方 を 基本原則 と す る 。で あ る こ と の 重 要性 を 踏 ま え 、 下記 の五 つ の考 え方 を 基本原則 と す る 。で あ る こ と の 重 要性 を 踏 ま え 、 下記 の五 つ の考 え方 を 基本原則 と す る 。

【基本原則 】【基本原則 】【基本原則 】【基本原則 】

１ ） 我 が国が特色あ る宇宙開発利用を推進す る観点か ら 、機能 を重１ ） 我 が国が特色あ る宇宙開発利用を推進す る観点か ら 、機能 を重１ ） 我 が国が特色あ る宇宙開発利用を推進す る観点か ら 、機能 を重１ ） 我 が国が特色あ る宇宙開発利用を推進す る観点か ら 、機能 を重

点化する こ と 。点化する こ と 。点化する こ と 。点化する こ と 。

２ ） 重点化を図るに当た っ ては 、基盤技術の強化に特に配慮する こ２ ）重点化を図るに当た っ ては 、基盤技術の強化に特に配慮する こ２ ）重点化を図るに当た っ ては 、基盤技術の強化に特に配慮する こ２ ）重点化を図るに当た っ ては 、基盤技術の強化に特に配慮する こ

と 。と 。と 。と 。

３ ） 効率的、効果的な研究開発等を実施するため 、最適な組織体３ ）効率的、効果的な研究開発等を実施するため 、最適な組織体３ ）効率的、効果的な研究開発等を実施するため 、最適な組織体３ ）効率的、効果的な研究開発等を実施するため 、最適な組織体

制を構築する こ と 。制を構築する こ と 。制を構築する こ と 。制を構築する こ と 。

４ ） 世 界最高水準 の宇宙科学研究 を 遂行 す る と と も に 、 そ の た め に４ ） 世 界最高水準 の宇宙科学研究 を 遂行 す る と と も に 、 そ の た め に４ ） 世 界最高水準 の宇宙科学研究 を 遂行 す る と と も に 、 そ の た め に４ ） 世 界最高水準 の宇宙科学研究 を 遂行 す る と と も に 、 そ の た め に

最適な運営システム を構築する こ と 。最適な運営システム を構築する こ と 。最適な運営システム を構築する こ と 。最適な運営システム を構築する こ と 。

５ ） 産 業界 と の 円滑 な連携 ・ 協力 を推進 し 、 産業界 と の 間 に強 い信５ ） 産業界 と の 円滑 な連携 ・ 協力 を推進 し 、 産業界 と の 間 に強 い信５ ） 産業界 と の 円滑 な連携 ・ 協力 を推進 し 、 産業界 と の 間 に強 い信５ ） 産業界 と の 円滑 な連携 ・ 協力 を推進 し 、 産業界 と の 間 に強 い信

頼関係を構築する こ と 。頼関係を構築する こ と 。頼関係を構築する こ と 。頼関係を構築する こ と 。

３ ． 宇宙 ３ 機関統合に当 た っ て 見据 え る べ き 今後 の宇宙開発利用 の目的３ ． 宇宙 ３ 機関統合に当 た っ て 見据 え る べ き 今後 の宇宙開発利用 の目的３ ． 宇宙 ３ 機関統合に当 た っ て 見据 え る べ き 今後 の宇宙開発利用 の目的３ ． 宇宙 ３ 機関統合に当 た っ て 見据 え る べ き 今後 の宇宙開発利用 の目的

と方向と方向と方向と方向

宇宙３機関統合に当た っ て見据え る べ き今後の宇宙開発利用の目的宇宙３機関統合に当た っ て見据え る べ き今後の宇宙開発利用の目的宇宙３機関統合に当た っ て見据え る べ き今後の宇宙開発利用の目的宇宙３機関統合に当た っ て見据え る べ き今後の宇宙開発利用の目的

と方向 に つ い て は 、 宇宙開発委員会に お い て専門的な見地 か ら種々検と方向 に つ い て は 、 宇宙開発委員会に お い て専門的な見地 か ら種々検と方向 に つ い て は 、 宇宙開発委員会に お い て専門的な見地 か ら種々検と方向 に つ い て は 、 宇宙開発委員会に お い て専門的な見地 か ら種々検

討が行われ、 そ の成果が当会議に提供 さ れ た 。討が行われ 、 そ の成果が当会議に提供 さ れ た 。討が行われ 、 そ の成果が当会議に提供 さ れ た 。討が行われ 、 そ の成果が当会議に提供 さ れ た 。

こ れ を受け 、 当会議 と し て 、 検討の上 、 宇宙 ３機関統合に当た っ て 見こ れ を受け 、 当会議 と し て 、 検討の上 、 宇宙 ３機関統合に当た っ て 見こ れ を受け 、 当会議 と し て 、 検討の上 、 宇宙 ３機関統合に当た っ て 見こ れ を受け 、 当会議 と し て 、 検討の上 、 宇宙 ３機関統合に当た っ て 見
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据える べ き今後の宇宙開発利用に関する理念 、目的 、基本方針を整理据える べ き今後の宇宙開発利用に関する理念 、目的 、基本方針を整理据える べ き今後の宇宙開発利用に関する理念 、目的 、基本方針を整理据える べ き今後の宇宙開発利用に関する理念 、目的 、基本方針を整理

した 。し た 。し た 。し た 。

（ １ ） 基本的な理念（ １ ） 基本的な理念（ １ ） 基本的な理念（ １ ） 基本的な理念

国民 、 ひ い て は人類共通 の財産 と し て 、無限 の可能性 を秘 め た国民 、 ひ い て は人類共通 の財産 と し て 、無限 の可能性 を秘 め た国民 、 ひ い て は人類共通 の財産 と し て 、無限 の可能性 を秘 め た国民 、 ひ い て は人類共通 の財産 と し て 、無限 の可能性 を秘 め た

宇宙 を最大限 に活用す る こ と を 目指 し 、 人類 の繁栄 と 文明 の発展宇宙 を最大限 に活用す る こ と を 目指 し 、 人類 の繁栄 と 文明 の発展宇宙 を最大限 に活用す る こ と を 目指 し 、 人類 の繁栄 と 文明 の発展宇宙 を最大限 に活用す る こ と を 目指 し 、 人類 の繁栄 と 文明 の発展

に世界の国々 と と も に貢献する 。に世界の国々 と と も に貢献する 。に世界の国々 と と も に貢献する 。に世界の国々 と と も に貢献する 。

（ ２ ） 基本的な理念 に基づ く 宇宙開発利用の目的と基本方針（ ２ ）基本的な理念 に基づ く 宇宙開発利用の目的と基本方針（ ２ ）基本的な理念 に基づ く 宇宙開発利用の目的と基本方針（ ２ ）基本的な理念 に基づ く 宇宙開発利用の目的と基本方針

１ ）目的１ ）目的１ ）目的１ ）目的

国及び国民の安全の確保国及び国民の安全の確保国及び国民の安全の確保国及び国民の安全の確保①①①①

国及び国民 の安全 の確保は極 め て重要で あ り 、 宇宙 を利用 し た国及び国民 の安全 の確保は極 め て重要で あ り 、 宇宙 を利用 し た国及び国民 の安全 の確保は極 め て重要で あ り 、 宇宙 を利用 し た国及び国民 の安全 の確保は極 め て重要で あ り 、 宇宙 を利用 し た

情報収集 、情報通信 、測位や宇宙輸送 は 、 国及 び国民 の安全 の情報収集 、情報通信 、測位や宇宙輸送 は 、 国及 び国民 の安全 の情報収集 、情報通信 、測位や宇宙輸送 は 、 国及 び国民 の安全 の情報収集 、情報通信 、測位や宇宙輸送 は 、 国及 び国民 の安全 の

確保並 び に食糧 、 資源 の確保 な ど 広 い意味 で の安全保障 に と っ て確保並 び に食糧 、 資源 の確保 な ど 広 い意味 で の安全保障 に と っ て確保並 び に食糧 、 資源 の確保 な ど 広 い意味 で の安全保障 に と っ て確保並 び に食糧 、 資源 の確保 な ど 広 い意味 で の安全保障 に と っ て

大 きな役割を担 う も の であ る 。大 きな役割を担 う も の であ る 。大 きな役割を担 う も の であ る 。大 きな役割を担 う も の であ る 。

国民生活の豊か さ と質の向上国民生活の豊か さ と質の向上国民生活の豊か さ と質の向上国民生活の豊か さ と質の向上②②②②

通信 ・放送 、測位 、気象観測 、地球環境観測な ど衛星 に よ る宇通信 ・放送 、測位 、気象観測 、地球環境観測な ど衛星 に よ る宇通信 ・放送 、測位 、気象観測 、地球環境観測な ど衛星 に よ る宇通信 ・放送 、測位 、気象観測 、地球環境観測な ど衛星 に よ る宇

宙利用 は 、 国民生活 に深 く浸透 し 、 国民生活 の 利便性 の 向上 に宙 利用 は 、 国民生活 に深 く浸透 し 、 国民生活 の 利便性 の 向上 に宙 利用 は 、 国民生活 に深 く浸透 し 、 国民生活 の 利便性 の 向上 に宙 利用 は 、 国民生活 に深 く浸透 し 、 国民生活 の 利便性 の 向上 に

多大 な 貢献 を す る と と も に 、幅 の広 い分野 の 技術開発 に大 き な波多大 な 貢献 を す る と と も に 、幅 の広 い分野 の 技術開発 に大 き な波多大 な 貢献 を す る と と も に 、幅 の広 い分野 の 技術開発 に大 き な波多大 な 貢献 を す る と と も に 、幅 の広 い分野 の 技術開発 に大 き な波

及効果 を も た ら す こ と に よ り 、 産業 の活性化 、 ひ い て は雇用及び所及効果 を も た ら す こ と に よ り 、 産業 の活性化 、 ひ い て は雇用及び所及効果 を も た ら す こ と に よ り 、 産業 の活性化 、 ひ い て は雇用及び所及効果 を も た ら す こ と に よ り 、 産業 の活性化 、 ひ い て は雇用及び所

得の増大 に大 き く寄与する もの であ る 。得の増大 に大 き く寄与する もの であ る 。得の増大 に大 き く寄与する もの であ る 。得の増大 に大 き く寄与する もの であ る 。

知的資産の拡大知的資産の拡大知的資産の拡大知的資産の拡大③③③③
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宇宙開発利用活動 に よ る 最先端 の 技 術開発 や宇宙科学 の 推宇宙開発利用活動 に よ る 最先端 の 技 術開発 や宇宙科学 の 推宇宙開発利用活動 に よ る 最先端 の 技 術開発 や宇宙科学 の 推宇宙開発利用活動 に よ る 最先端 の 技 術開発 や宇宙科学 の 推

進 は 、 人類共通 の知的財産 と し て の 科学技術 の前進 や新 た な知進 は 、 人類共通 の知的財産 と し て の 科学技術 の前進 や新 た な知進 は 、 人類共通 の知的財産 と し て の 科学技術 の前進 や新 た な知進 は 、 人類共通 の知的財産 と し て の 科学技術 の前進 や新 た な知

見を も た ら す も の で あ り 、 新 た な文化や文明 の創造 、知的で成熟 し見 を も た ら す も の で あ り 、 新 た な文化や文明 の創造 、知的で成熟 し見 を も た ら す も の で あ り 、 新 た な文化や文明 の創造 、知的で成熟 し見 を も た ら す も の で あ り 、 新 た な文化や文明 の創造 、知的で成熟 し

た社会の実現 に寄与する ものである 。た社会の実現 に寄与する ものである 。た社会の実現 に寄与する ものである 。た社会の実現 に寄与する ものである 。

２ ）基本方針２ ）基本方針２ ）基本方針２ ）基本方針

①科学技術創造立国の立場か ら戦略的分野 と し て宇宙開発利①科学技術創造立国の立場か ら戦略的分野 と し て宇宙開発利①科学技術創造立国の立場か ら戦略的分野 と し て宇宙開発利①科学技術創造立国の立場か ら戦略的分野 と し て宇宙開発利

用活動 を推進。用活動 を推進。用活動 を推進。用活動 を推進。

宇宙開発利用は 、宇宙 と い う フ ロ ン テ ィ ア を 開拓 す る こ と か ら 、 そ宇宙開発利用は 、宇宙 と い う フ ロ ン テ ィ ア を 開拓 す る こ と か ら 、 そ宇宙開発利用は 、宇宙 と い う フ ロ ン テ ィ ア を 開拓 す る こ と か ら 、 そ宇宙開発利用は 、宇宙 と い う フ ロ ン テ ィ ア を 開拓 す る こ と か ら 、 そ

れ自体が先端科学技術を結集す る も の で あ る と と も に 、 Ｉ Ｔ 、環境 、れ自体が先端科学技術を結集す る も の で あ る と と も に 、 Ｉ Ｔ 、環境 、れ自体が先端科学技術を結集す る も の で あ る と と も に 、 Ｉ Ｔ 、環境 、れ自体が先端科学技術を結集す る も の で あ る と と も に 、 Ｉ Ｔ 、環境 、

ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー ・材料な ど様々 な先端科学技術分野 の先駆け と しナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー ・材料な ど様々 な先端科学技術分野 の先駆け と しナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー ・材料な ど様々 な先端科学技術分野 の先駆け と しナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー ・材料な ど様々 な先端科学技術分野 の先駆け と し

て 、広汎 な分野 に お け る ブ レ ー ク ス ル ー に大 き な 役割 を 果 た す な どて 、広汎 な分野 に お け る ブ レ ー ク ス ル ー に大 き な 役割 を 果 た す な どて 、広汎 な分野 に お け る ブ レ ー ク ス ル ー に大 き な 役割 を 果 た す な どて 、広汎 な分野 に お け る ブ レ ー ク ス ル ー に大 き な 役割 を 果 た す な ど

科学技術の裾野 の広が り と技術革新の進展を促すも の で あ る 。 こ の科学技術の裾野 の広が り と技術革新の進展を促すも の で あ る 。 こ の科学技術の裾野 の広が り と技術革新の進展を促すも の で あ る 。 こ の科学技術の裾野 の広が り と技術革新の進展を促すも の で あ る 。 こ の

た め 、 宇宙開発利用 を科学技術創造立国の実現 の た め の戦略的た め 、 宇宙開発利用 を科学技術創造立国の実現 の た め の戦略的た め 、 宇宙開発利用 を科学技術創造立国の実現 の た め の戦略的た め 、 宇宙開発利用 を科学技術創造立国の実現 の た め の戦略的

分野 と し て 推進 し て い く べ き で あ る 。 そ の際 、 我 が国 の宇宙開発利分野 と し て 推進 し て い く べ き で あ る 。 そ の際 、 我 が国 の宇宙開発利分野 と し て 推進 し て い く べ き で あ る 。 そ の際 、 我 が国 の宇宙開発利分野 と し て 推進 し て い く べ き で あ る 。 そ の際 、 我 が国 の宇宙開発利

用活動 の経験 が浅 い こ と を 踏 ま え 、失敗 の 度 に 国 の取 り 組 み姿勢用活動 の経験 が浅 い こ と を 踏 ま え 、失敗 の 度 に 国 の取 り 組 み姿勢用活動 の経験 が浅 い こ と を 踏 ま え 、失敗 の 度 に 国 の取 り 組 み姿勢用活動 の経験 が浅 い こ と を 踏 ま え 、失敗 の 度 に 国 の取 り 組 み姿勢

が動揺 す る こ と の な い よ う 確固 た る 信念 の 下 で 推 進 す る必要 が あが動揺 す る こ と の な い よ う 確固 た る 信念 の 下 で 推 進 す る必要 が あが動揺 す る こ と の な い よ う 確固 た る 信念 の 下 で 推 進 す る必要 が あが動揺 す る こ と の な い よ う 確固 た る 信念 の 下 で 推 進 す る必要 が あ

る 。る 。る 。る 。

②世界 ト ッ プ ク ラ ス の技術力の獲得 に よ る先導的地位の確保及②世界 ト ッ プ ク ラ ス の技術力の獲得 に よ る先導的地位の確保及②世界 ト ッ プ ク ラ ス の技術力の獲得 に よ る先導的地位の確保及②世界 ト ッ プ ク ラ ス の技術力の獲得 に よ る先導的地位の確保及

び世界最先端の宇宙科学の推進によ る知的存在感のあ る国び世界最先端の宇宙科学の推進によ る知的存在感のあ る国び世界最先端の宇宙科学の推進によ る知的存在感のあ る国び世界最先端の宇宙科学の推進によ る知的存在感のあ る国

の実現 。の実現 。の実現 。の実現 。

宇宙開発利用は 、最先端技術の結集に よ っ て初 め て可能 と な る宇宙開発利用は 、最先端技術の結集に よ っ て初 め て可能 と な る宇宙開発利用は 、最先端技術の結集に よ っ て初 め て可能 と な る宇宙開発利用は 、最先端技術の結集に よ っ て初 め て可能 と な る

も の で あ り 、 国 の技術力の象徴 で も あ る こ と か ら 、 い く つ か の分野 でも の で あ り 、 国 の技術力の象徴 で も あ る こ と か ら 、 い く つ か の分野 でも の で あ り 、 国 の技術力の象徴 で も あ る こ と か ら 、 い く つ か の分野 でも の で あ り 、 国 の技術力の象徴 で も あ る こ と か ら 、 い く つ か の分野 で

世界 ト ッ プ ク ラ ス の 高 い 信頼性 、 最先端 の 技術力 を獲得 し 、 国際世界 ト ッ プ ク ラ ス の 高 い 信頼性 、 最先端 の 技術力 を獲得 し 、 国際世界 ト ッ プ ク ラ ス の 高 い 信頼性 、 最先端 の 技術力 を獲得 し 、 国際世界 ト ッ プ ク ラ ス の 高 い 信頼性 、 最先端 の 技術力 を獲得 し 、 国際

社会におい て先導的地位 を確保する 。社会におい て先導的地位 を確保する 。社会におい て先導的地位 を確保する 。社会におい て先導的地位 を確保する 。

ま た 、 世界最先端 の 宇宙科学 を推進 す る こ と に よ り 、 人類共通ま た 、 世界最先端 の 宇宙科学 を推進 す る こ と に よ り 、 人類共通ま た 、 世界最先端 の 宇宙科学 を推進 す る こ と に よ り 、 人類共通ま た 、 世界最先端 の 宇宙科学 を推進 す る こ と に よ り 、 人類共通
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の知的資産の拡大 に貢献 し 、 国際社会 に お い て尊敬 さ れ る国 と なの知的資産の拡大 に貢献 し 、 国際社会 に お い て尊敬 さ れ る国 と なの知的資産の拡大 に貢献 し 、 国際社会 に お い て尊敬 さ れ る国 と なの知的資産の拡大 に貢献 し 、 国際社会 に お い て尊敬 さ れ る国 と な

り 、 国民 が世界に向 け て誇 り を持 つ こ と が出来る知的存在感 の あ るり 、 国民 が世界に向 け て誇 り を持 つ こ と が出来る知的存在感 の あ るり 、 国民 が世界に向 け て誇 り を持 つ こ と が出来る知的存在感 の あ るり 、 国民 が世界に向 け て誇 り を持 つ こ と が出来る知的存在感 の あ る

国の実現 を目指す 。国の実現 を目指す 。国の実現 を目指す 。国の実現 を目指す 。

③自律的な宇宙開発利用活動 を展開するための技術力を独自③自律的な宇宙開発利用活動 を展開するための技術力を独自③自律的な宇宙開発利用活動 を展開するための技術力を独自③自律的な宇宙開発利用活動 を展開するための技術力を独自

に保持 ・ 発展 させ 、宇宙利用を拡大 。に保持 ・ 発展 させ 、宇宙利用を拡大 。に保持 ・ 発展 させ 、宇宙利用を拡大 。に保持 ・ 発展 させ 、宇宙利用を拡大 。

宇 宙開発利用活動 を 展 開 す る た め の 技 術 は 、広 い 意味 で の安宇宙開発利用活動 を 展 開 す る た め の 技 術 は 、広 い 意味 で の安宇宙開発利用活動 を 展 開 す る た め の 技 術 は 、広 い 意味 で の安宇宙開発利用活動 を 展 開 す る た め の 技 術 は 、広 い 意味 で の安

全保障 に も密接 に 関連 す る戦略的技術 で あ る こ と か ら 、 国 の存立全保障 に も密接 に 関連 す る戦略的技術 で あ る こ と か ら 、 国 の存立全保障 に も密接 に 関連 す る戦略的技術 で あ る こ と か ら 、 国 の存立全保障 に も密接 に 関連 す る戦略的技術 で あ る こ と か ら 、 国 の存立

に と っ て 基 盤 的 で あ り 、 国 と し て 取 り 組 む こ と が不可欠 な領域 で あに と っ て 基 盤 的 で あ り 、 国 と し て 取 り 組 む こ と が不可欠 な領域 で あに と っ て 基 盤 的 で あ り 、 国 と し て 取 り 組 む こ と が不可欠 な領域 で あに と っ て 基 盤 的 で あ り 、 国 と し て 取 り 組 む こ と が不可欠 な領域 で あ

る 。 こ の た め 、将来にわた っ て 、自律的に宇宙開発利用活動 を展開る 。 こ の た め 、将来にわた っ て 、自律的に宇宙開発利用活動 を展開る 。 こ の た め 、将来にわた っ て 、自律的に宇宙開発利用活動 を展開る 。 こ の た め 、将来にわた っ て 、自律的に宇宙開発利用活動 を展開

す る た め 、必要な技術 を独自 に保持 、 発展 さ せ 、 宇宙利用 を拡大す る た め 、必要な技術 を独自 に保持 、 発展 さ せ 、 宇宙利用 を拡大す る た め 、必要な技術 を独自 に保持 、 発展 さ せ 、 宇宙利用 を拡大す る た め 、必要な技術 を独自 に保持 、 発展 さ せ 、 宇宙利用 を拡大

する こ と を目指す 。す る こ と を目指す 。す る こ と を目指す 。す る こ と を目指す 。

国際協力の推進。国際協力の推進。国際協力の推進。国際協力の推進。④④④④

宇宙開発利用は 、本来 、全地球的規模 の も の で あ り 、国家 の枠宇宙開発利用は 、本来 、全地球的規模 の も の で あ り 、国家 の枠宇宙開発利用は 、本来 、全地球的規模 の も の で あ り 、国家 の枠宇宙開発利用は 、本来 、全地球的規模 の も の で あ り 、国家 の枠

を超 え て各国 が協調 し て 人類全体 の た め に永続的 に取 り 組 む べ きを超 え て各国 が協調 し て 人類全体 の た め に永続的 に取 り 組 む べ きを超 え て各国 が協調 し て 人類全体 の た め に永続的 に取 り 組 む べ きを超 え て各国 が協調 し て 人類全体 の た め に永続的 に取 り 組 む べ き

活動分野 で あ る 。 ま た 、 宇宙開発利用は 、比較的大規模な経費 を活動分野 で あ る 。 ま た 、 宇宙開発利用は 、比較的大規模な経費 を活動分野 で あ る 。 ま た 、 宇宙開発利用は 、比較的大規模な経費 を活動分野 で あ る 。 ま た 、 宇宙開発利用は 、比較的大規模な経費 を

必要 と し 、 リ ス ク の高 い活動 で あ る こ と か ら 、 国際協力に よ っ て 進 め必要 と し 、 リ ス ク の高 い活動 で あ る こ と か ら 、 国際協力に よ っ て 進 め必要 と し 、 リ ス ク の高 い活動 で あ る こ と か ら 、 国際協力に よ っ て 進 め必要 と し 、 リ ス ク の高 い活動 で あ る こ と か ら 、 国際協力に よ っ て 進 め

る こ と に よ っ て 、活動規模 が拡大 し 、 よ り大 き な成果が期待 で き る もる こ と に よ っ て 、活動規模 が拡大 し 、 よ り大 き な成果が期待 で き る もる こ と に よ っ て 、活動規模 が拡大 し 、 よ り大 き な成果が期待 で き る もる こ と に よ っ て 、活動規模 が拡大 し 、 よ り大 き な成果が期待 で き る も

の で あ る 。 し た が っ て 、自律的 な 宇宙開発利用活動 の た め の 技 術の で あ る 。 し た が っ て 、自律的 な 宇宙開発利用活動 の た め の 技 術の で あ る 。 し た が っ て 、自律的 な 宇宙開発利用活動 の た め の 技 術の で あ る 。 し た が っ て 、自律的 な 宇宙開発利用活動 の た め の 技 術

力 の保持 に努 め つ つ 、併せ て 国際協力 を推進 す る必要が あ る 。 国力 の保持 に努 め つ つ 、併せ て 国際協力 を推進 す る必要が あ る 。 国力 の保持 に努 め つ つ 、併せ て 国際協力 を推進 す る必要が あ る 。 国力 の保持 に努 め つ つ 、併せ て 国際協力 を推進 す る必要が あ る 。 国

際協力の推進に当た っ ては 、我が国 と関係の深 い ア ジ ア ・太平洋地際協力の推進に当た っ ては 、我が国 と関係の深 い ア ジ ア ・太平洋地際協力の推進に当た っ ては 、我が国 と関係の深 い ア ジ ア ・太平洋地際協力の推進に当た っ ては 、我が国 と関係の深 い ア ジ ア ・太平洋地

域 の 発展 に資 す る国際協力 な ど 先進国 に相応 し い 国際貢献 を推域 の 発展 に資 す る国際協力 な ど 先進国 に相応 し い 国際貢献 を推域 の 発展 に資 す る国際協力 な ど 先進国 に相応 し い 国際貢献 を推域 の 発展 に資 す る国際協力 な ど 先進国 に相応 し い 国際貢献 を推

進する 。進する 。進する 。進する 。

４ ．今後の宇宙開発利用の目的 と方向を見据えた宇宙 ３機関統合後の新４ ．今後の宇宙開発利用の目的 と方向を見据えた宇宙 ３機関統合後の新４ ．今後の宇宙開発利用の目的 と方向を見据えた宇宙 ３機関統合後の新４ ．今後の宇宙開発利用の目的 と方向を見据えた宇宙 ３機関統合後の新

機関の役割 ・機能の在 り方につい て機関の役割 ・機能の在 り方につい て機関の役割 ・機能の在 り方につい て機関の役割 ・機能の在 り方につい て
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前章 で示 し た 今 後 の 宇宙開発利用 の目的 と 方 向 を 見据 え た 宇宙 ３前章 で示 し た 今 後 の 宇宙開発利用 の目的 と 方 向 を 見据 え た 宇宙 ３前章 で示 し た 今 後 の 宇宙開発利用 の目的 と 方 向 を 見据 え た 宇宙 ３前章 で示 し た 今 後 の 宇宙開発利用 の目的 と 方 向 を 見据 え た 宇宙 ３

機関統合後の新機関が担 う こ と が期待 さ れ る役割 ・機能等 につ い て は 、機関統合後の新機関が担 う こ と が期待 さ れ る役割 ・機能等 につ い て は 、機関統合後の新機関が担 う こ と が期待 さ れ る役割 ・機能等 につ い て は 、機関統合後の新機関が担 う こ と が期待 さ れ る役割 ・機能等 につ い て は 、

以下の と お り であ る 。以下の と お り であ る 。以下の と お り であ る 。以下の と お り であ る 。

（ １ ） 新機関の位置付け（ １ ） 新機関の位置付け（ １ ） 新機関の位置付け（ １ ） 新機関の位置付け

１ ）市場原理にはな じま ない公共性の高い活動 を行 う機関。１ ）市場原理にはな じま ない公共性の高い活動 を行 う機関。１ ）市場原理にはな じま ない公共性の高い活動 を行 う機関。１ ）市場原理にはな じま ない公共性の高い活動 を行 う機関。

２ ） 宇 宙開発 、 宇宙科学研究及び航空科学技術 を先導 す る 中２ ） 宇 宙開発 、 宇宙科学研究及び航空科学技術 を先導 す る 中２ ） 宇 宙開発 、 宇宙科学研究及び航空科学技術 を先導 す る 中２ ） 宇 宙開発 、 宇宙科学研究及び航空科学技術 を先導 す る 中

核機関。核機関。核機関。核機関。

（ ２ ） 新機関の具体的な役割 ・機能（ ２ ）新機関の具体的な役割 ・機能（ ２ ）新機関の具体的な役割 ・機能（ ２ ）新機関の具体的な役割 ・機能

新 機 関 は 、 大 き く 分 け て 「 研 究 開 発 」 、 「 社 会 と の 連 携 ・ 協新 機 関 は 、 大 き く 分 け て 「 研 究 開 発 」 、 「 社 会 と の 連 携 ・ 協新 機 関 は 、 大 き く 分 け て 「 研 究 開 発 」 、 「 社 会 と の 連 携 ・ 協新 機 関 は 、 大 き く 分 け て 「 研 究 開 発 」 、 「 社 会 と の 連 携 ・ 協

力 」 、 「 国際協力 」 及 び 「 人材養成 」 の ４ つ の 役割 ・ 機能 を担 う べ力 」 、 「 国際協力 」 及 び 「 人材養成 」 の ４ つ の 役割 ・ 機能 を担 う べ力 」 、 「 国際協力 」 及 び 「 人材養成 」 の ４ つ の 役割 ・ 機能 を担 う べ力 」 、 「 国際協力 」 及 び 「 人材養成 」 の ４ つ の 役割 ・ 機能 を担 う べ

き機関である 。き機関である 。き機関である 。き機関である 。

研究開発研究開発研究開発研究開発

１ ） 宇宙輸送系技術 の完成 と維持 ・ 発 展 、射場 の整備 な ど 自在１ ） 宇宙輸送系技術 の完成 と維持 ・ 発 展 、射場 の整備 な ど 自在１ ） 宇宙輸送系技術 の完成 と維持 ・ 発 展 、射場 の整備 な ど 自在１ ） 宇宙輸送系技術 の完成 と維持 ・ 発 展 、射場 の整備 な ど 自在

な打上げ手段の確保な打上げ手段の確保な打上げ手段の確保な打上げ手段の確保

２ ）情報通信等技術試験のための衛星に よ る宇宙実証の推進２ ）情報通信等技術試験のための衛星に よ る宇宙実証の推進２ ）情報通信等技術試験のための衛星に よ る宇宙実証の推進２ ）情報通信等技術試験のための衛星に よ る宇宙実証の推進

３ ） 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大学 、研究開発機関及び民間が有 す３ ） 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大学 、研究開発機関及び民間が有 す３ ） 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大学 、研究開発機関及び民間が有 す３ ） 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大学 、研究開発機関及び民間が有 す

る 人材 、 科学技術の蓄積 を十分 に活用 し た強力な技術的基る人材 、 科学技術の蓄積 を十分 に活用 し た強力な技術的基る人材 、 科学技術の蓄積 を十分 に活用 し た強力な技術的基る人材 、 科学技術の蓄積 を十分 に活用 し た強力な技術的基

盤の構築 （基盤技術開発、先端技術開発等 ）盤の構築 （基盤技術開発、先端技術開発等 ）盤の構築 （基盤技術開発、先端技術開発等 ）盤の構築 （基盤技術開発、先端技術開発等 ）

４ ）官民の宇宙利用の拡大 に資する技術開発の推進４ ）官民の宇宙利用の拡大 に資する技術開発の推進４ ）官民の宇宙利用の拡大 に資する技術開発の推進４ ）官民の宇宙利用の拡大 に資する技術開発の推進

５ ）宇宙科学の推進５ ）宇宙科学の推進５ ）宇宙科学の推進５ ）宇宙科学の推進

６ ） 航空科学技術の推進６ ） 航空科学技術の推進６ ） 航空科学技術の推進６ ） 航空科学技術の推進
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社会との連携 ・協力社会との連携 ・協力社会との連携 ・協力社会との連携 ・協力

７ ） 産 業 の発展 に資 す る柔軟 か つ 強固 な産学官 の 連携 ・ 協力体７ ） 産 業 の発展 に資 す る柔軟 か つ 強固 な産学官 の 連携 ・ 協力体７ ） 産 業 の発展 に資 す る柔軟 か つ 強固 な産学官 の 連携 ・ 協力体７ ） 産 業 の発展 に資 す る柔軟 か つ 強固 な産学官 の 連携 ・ 協力体

制の構築制の構築制の構築制の構築

なお 、新機関は 、産業界 と の連携 ・協力に つ い て 、後 に述 べな お 、新機関は 、産業界 と の連携 ・協力に つ い て 、後 に述 べな お 、新機関は 、産業界 と の連携 ・協力に つ い て 、後 に述 べな お 、新機関は 、産業界 と の連携 ・協力に つ い て 、後 に述 べ

る よ う に 、宇宙利用関係省庁 ・ 機関及び大学 と の連携 ・協力る よ う に 、宇宙利用関係省庁 ・ 機関及び大学 と の連携 ・協力る よ う に 、宇宙利用関係省庁 ・ 機関及び大学 と の連携 ・協力る よ う に 、宇宙利用関係省庁 ・ 機関及び大学 と の連携 ・協力

を図 りなが ら 、積極的に推進する必要がある 。を図 り なが ら 、積極的に推進する必要がある 。を図 り なが ら 、積極的に推進する必要がある 。を図 り なが ら 、積極的に推進する必要がある 。

８ ）国民理解の増進等社会との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの推進８ ）国民理解の増進等社会との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの推進８ ）国民理解の増進等社会との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの推進８ ）国民理解の増進等社会との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの推進

国際協力国際協力国際協力国際協力

９ ）海外 と の共同研究開発、人的交流な ど国際協力の推進９ ）海外 と の共同研究開発、人的交流な ど国際協力の推進９ ）海外 と の共同研究開発、人的交流な ど国際協力の推進９ ）海外 と の共同研究開発、人的交流な ど国際協力の推進

人材養成人材養成人材養成人材養成

１ ０ ）大学院教育協力な ど次世代の研究開発を担 う人材の養成１ ０ ）大学院教育協力な ど次世代の研究開発を担 う人材の養成１ ０ ）大学院教育協力な ど次世代の研究開発を担 う人材の養成１ ０ ）大学院教育協力な ど次世代の研究開発を担 う人材の養成

（ ３ ） 新機関の経営上の留意事項（ ３ ） 新機関の経営上の留意事項（ ３ ） 新機関の経営上の留意事項（ ３ ） 新機関の経営上の留意事項

１ ） 産学官 の連携 ・協力 を図 る と と も に 、 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大１ ） 産学官 の連携 ・協力 を図 る と と も に 、 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大１ ） 産学官 の連携 ・協力 を図 る と と も に 、 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大１ ） 産学官 の連携 ・協力 を図 る と と も に 、 宇宙 ３機関に と ど ま ら ず大

学 、研究開発機関及び民間が有 す る 人材 、 科学技術 の蓄積 を学 、 研究開発機関及び民間が有 す る 人材 、 科学技術 の蓄積 を学 、 研究開発機関及び民間が有 す る 人材 、 科学技術 の蓄積 を学 、 研究開発機関及び民間が有 す る 人材 、 科学技術 の蓄積 を

十分 に活 か し 、 宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学技術の研十分 に活 か し 、 宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学技術の研十分 に活 か し 、 宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学技術の研十分 に活 か し 、 宇宙開発 、宇宙科学研究及び航空科学技術の研

究開発 を強力 に推進す る 。 ま た 、得 ら れ た成果 に つ い て は 、速や か究開発 を強力 に推進す る 。 ま た 、得 ら れ た成果 に つ い て は 、速や か究開発 を強力 に推進す る 。 ま た 、得 ら れ た成果 に つ い て は 、速や か究開発 を強力 に推進す る 。 ま た 、得 ら れ た成果 に つ い て は 、速や か

に国民 ・社会への還元 を図る 。に国民 ・社会への還元 を図る 。に国民 ・社会への還元 を図る 。に国民 ・社会への還元 を図る 。



- 8 -

２ ） 世 界一 の信頼性 の実現 、 新 た な チ ャ レ ン ジ な ど 分 か り や す い方２ ） 世 界一 の信頼性 の実現 、 新 た な チ ャ レ ン ジ な ど 分 か り や す い方２ ） 世 界一 の信頼性 の実現 、 新 た な チ ャ レ ン ジ な ど 分 か り や す い方２ ） 世 界一 の信頼性 の実現 、 新 た な チ ャ レ ン ジ な ど 分 か り や す い方

針を掲げ 、国民の理解 ・支援 を得 る 。針を掲げ 、国民の理解 ・支援 を得 る 。針を掲げ 、国民の理解 ・支援 を得 る 。針を掲げ 、国民の理解 ・支援 を得 る 。

５ ．宇宙利用関係省庁 ・ 機関 と の連携 ・協力の推進５ ．宇宙利用関係省庁 ・ 機関 と の連携 ・協力の推進５ ．宇宙利用関係省庁 ・ 機関 と の連携 ・協力の推進５ ．宇宙利用関係省庁 ・ 機関 と の連携 ・協力の推進

宇宙利用の大幅拡大 の た め に は 、関係省庁等の行政目的を達成す宇宙利用の大幅拡大 の た め に は 、関係省庁等の行政目的を達成す宇宙利用の大幅拡大 の た め に は 、関係省庁等の行政目的を達成す宇宙利用の大幅拡大 の た め に は 、関係省庁等の行政目的を達成す

る た め の宇宙利用 プ ロ ジ ェ ク ト が増大 す る 、言 わ ば 「 宇 宙利用の多角る た め の宇宙利用 プ ロ ジ ェ ク ト が増大 す る 、言 わ ば 「 宇 宙利用の多角る た め の宇宙利用 プ ロ ジ ェ ク ト が増大 す る 、言 わ ば 「 宇 宙利用の多角る た め の宇宙利用 プ ロ ジ ェ ク ト が増大 す る 、言 わ ば 「 宇 宙利用の多角

化 」 が進 む こ と が望 ま し く 、 新機関は 、以下の よ う な活動 を通 じ て関係化 」 が進 む こ と が望 ま し く 、 新機関は 、以下の よ う な活動 を通 じ て関係化 」 が進 む こ と が望 ま し く 、 新機関は 、以下の よ う な活動 を通 じ て関係化 」 が進 む こ と が望 ま し く 、 新機関は 、以下の よ う な活動 を通 じ て関係

省庁等の宇宙利用の促進に積極的に取 り組む 。省庁等の宇宙利用の促進に積極的に取 り組む 。省庁等の宇宙利用の促進に積極的に取 り組む 。省庁等の宇宙利用の促進に積極的に取 り組む 。

・先端的 ・ 基盤的技術開発 、技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験・先端的 ・ 基盤的技術開発 、技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験・先端的 ・ 基盤的技術開発 、技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験・先端的 ・ 基盤的技術開発 、技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験

機会の提供 、大型試験施設 ・設備の整備 ・運用等を推進機会の提供 、大型試験施設 ・設備の整備 ・運用等を推進機会の提供 、大型試験施設 ・設備の整備 ・運用等を推進機会の提供 、大型試験施設 ・設備の整備 ・運用等を推進

・ エ ン ド ユ ー ザ ー の ニ ー ズ の発掘等 に よ り 、 宇 宙利用 の ア イ デ ィ ア や技・ エ ン ド ユ ー ザ ー の ニ ー ズ の発掘等 に よ り 、 宇 宙利用 の ア イ デ ィ ア や技・ エ ン ド ユ ー ザ ー の ニ ー ズ の発掘等 に よ り 、 宇 宙利用 の ア イ デ ィ ア や技・ エ ン ド ユ ー ザ ー の ニ ー ズ の発掘等 に よ り 、 宇 宙利用 の ア イ デ ィ ア や技

術を企画 し 、 ま た 、 そ の開発を行い 、関係省庁 ・ 機関に積極的に発術を企画 し 、 ま た 、 そ の開発を行い 、関係省庁 ・ 機関に積極的に発術を企画 し 、 ま た 、 そ の開発を行い 、関係省庁 ・ 機関に積極的に発術を企画 し 、 ま た 、 そ の開発を行い 、関係省庁 ・ 機関に積極的に発

信信信信

６ ．産業界 との連携 ・協力の推進６ ．産業界 との連携 ・協力の推進６ ．産業界 との連携 ・協力の推進６ ．産業界 との連携 ・協力の推進

１ ） 新 機関 は 、民間 で は 実施困難 な リ ス ク の大 き い 研究開発 、 技術１ ） 新 機関 は 、民間 で は 実施困難 な リ ス ク の大 き い 研究開発 、 技術１ ） 新 機関 は 、民間 で は 実施困難 な リ ス ク の大 き い 研究開発 、 技術１ ） 新 機関 は 、民間 で は 実施困難 な リ ス ク の大 き い 研究開発 、 技術

実証 を推進し 、 そ の成果の速やかな民間移転 を進める 。実証 を推進し 、 そ の成果の速やかな民間移転 を進める 。実証 を推進し 、 そ の成果の速やかな民間移転 を進める 。実証 を推進し 、 そ の成果の速やかな民間移転 を進める 。

ま た 、 宇宙利用に係 る官需 の拡大 を促進し 、技術移転 を受け たま た 、 宇宙利用に係 る官需 の拡大 を促進し 、技術移転 を受け たま た 、 宇宙利用に係 る官需 の拡大 を促進し 、技術移転 を受け たま た 、 宇宙利用に係 る官需 の拡大 を促進し 、技術移転 を受け た

民間が確実に事業を発展させ る こ と が で き る環境 を整備する 。民間が確実に事業を発展させ る こ と が で き る環境 を整備する 。民間が確実に事業を発展させ る こ と が で き る環境 を整備する 。民間が確実に事業を発展させ る こ と が で き る環境 を整備する 。

２ ） 特 に 、産業化段階 に お い て は 、新 たな宇宙利用の可能性を探 る と２ ） 特 に 、産業化段階 に お い て は 、新 たな宇宙利用の可能性を探 る と２ ） 特 に 、産業化段階 に お い て は 、新 たな宇宙利用の可能性を探 る と２ ） 特 に 、産業化段階 に お い て は 、新 たな宇宙利用の可能性を探 る と

と も に 、必要な基盤的な技術開発を行 う こ と に よ り 、商業化の可能と も に 、必要な基盤的な技術開発を行 う こ と に よ り 、商業化の可能と も に 、必要な基盤的な技術開発を行 う こ と に よ り 、商業化の可能と も に 、必要な基盤的な技術開発を行 う こ と に よ り 、商業化の可能

性 を顕在化 さ せ る 機能 を持 つ こ と が 重要 で あ り 、 こ の た め 、 信頼性性 を顕在化 さ せ る 機能 を持 つ こ と が 重要 で あ り 、 こ の た め 、 信頼性性 を顕在化 さ せ る 機能 を持 つ こ と が 重要 で あ り 、 こ の た め 、 信頼性性 を顕在化 さ せ る 機能 を持 つ こ と が 重要 で あ り 、 こ の た め 、 信頼性

や 安全性 を高 め る た め の 技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験機や 安全性 を高 め る た め の 技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験機や 安全性 を高 め る た め の 技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験機や 安全性 を高 め る た め の 技術実証及び宇宙実証 の 推進 、 実験機

会 の提供 、民間 で は整備 で き な い大型試験施設 ・ 設 備 の供用及会 の提供 、民間 で は整備 で き な い大型試験施設 ・ 設 備 の供用及会 の提供 、民間 で は整備 で き な い大型試験施設 ・ 設 備 の供用及会 の提供 、民間 で は整備 で き な い大型試験施設 ・ 設 備 の供用及

び打上げ射場の整備充実を推進する 。び打上げ射場の整備充実を推進する 。び打上げ射場の整備充実を推進する 。び打上げ射場の整備充実を推進する 。

３ ） 新機関におけ る産業界との連携 ・協力の具体的な仕組み３ ） 新機関におけ る産業界との連携 ・協力の具体的な仕組み３ ） 新機関におけ る産業界との連携 ・協力の具体的な仕組み３ ） 新機関におけ る産業界との連携 ・協力の具体的な仕組み

産業化 ・商業化 、宇宙利用 の拡大 に 資 す る事業 や産業界及び産業化 ・商業化 、宇宙利用 の拡大 に 資 す る事業 や産業界及び産業化 ・商業化 、宇宙利用 の拡大 に 資 す る事業 や産業界及び産業化 ・商業化 、宇宙利用 の拡大 に 資 す る事業 や産業界及び

関係省庁 と の 連携 ・ 協力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推進す る た め の戦略策定 、関係省庁 と の 連携 ・ 協力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推進す る た め の戦略策定 、関係省庁 と の 連携 ・ 協力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推進す る た め の戦略策定 、関係省庁 と の 連携 ・ 協力 プ ロ ジ ェ ク ト を 推進す る た め の戦略策定 、
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総合調整を推進する総合司令塔的組織を整備する 。総合調整を推進する総合司令塔的組織を整備する 。総合調整を推進する総合司令塔的組織を整備する 。総合調整を推進する総合司令塔的組織を整備する 。

ま た 、 産業界等 の ニ ー ズ を敏感 に 取 り込 み 、経営 、 研究開発 にま た 、 産業界等 の ニ ー ズ を敏感 に 取 り込 み 、経営 、 研究開発 にま た 、 産業界等 の ニ ー ズ を敏感 に 取 り込 み 、経営 、 研究開発 にま た 、 産業界等 の ニ ー ズ を敏感 に 取 り込 み 、経営 、 研究開発 に

反映 し得 る次の よ うな仕組み を構築する 。反映 し得 る次の よ うな仕組み を構築する 。反映 し得 る次の よ うな仕組み を構築する 。反映 し得 る次の よ うな仕組み を構築する 。

・経営層か ら技術者層 ま で産業界の人材の受け入れを図るために 、・経営層か ら技術者層 ま で産業界の人材の受け入れを図るために 、・経営層か ら技術者層 ま で産業界の人材の受け入れを図るために 、・経営層か ら技術者層 ま で産業界の人材の受け入れを図るために 、

産業界 と の間 の流動人事制度 （数年間の任期付 き人事交流 ） を産業界 と の間 の流動人事制度 （数年間の任期付 き人事交流 ） を産業界 と の間 の流動人事制度 （数年間の任期付 き人事交流 ） を産業界 と の間 の流動人事制度 （数年間の任期付 き人事交流 ） を

制度化し 、人的交流 を推進。制度化し 、人的交流 を推進。制度化し 、人的交流 を推進。制度化し 、人的交流 を推進。

・ 産業界の意見を反映す る ため の助言組織の設置 。産学官が一体・産業界の意見を反映す る ため の助言組織の設置 。産学官が一体・産業界の意見を反映す る ため の助言組織の設置 。産学官が一体・産業界の意見を反映す る ため の助言組織の設置 。産学官が一体

的に宇宙利用 ア イ デ ィ ア や プ ロ ジ ェ ク ト及び研究開発テ ー マ を議論的に宇宙利用 ア イ デ ィ ア や プ ロ ジ ェ ク ト及び研究開発テ ー マ を議論的に宇宙利用 ア イ デ ィ ア や プ ロ ジ ェ ク ト及び研究開発テ ー マ を議論的に宇宙利用 ア イ デ ィ ア や プ ロ ジ ェ ク ト及び研究開発テ ー マ を議論

する連携会議を常設。する連携会議を常設。する連携会議を常設。する連携会議を常設。

・ ベ ン チ ャ ー育成や商業化関連の研究開発を産学官 が共同 で行い・ ベ ン チ ャ ー育成や商業化関連の研究開発を産学官 が共同 で行い・ ベ ン チ ャ ー育成や商業化関連の研究開発を産学官 が共同 で行い・ ベ ン チ ャ ー育成や商業化関連の研究開発を産学官 が共同 で行い

得 る宇宙 オ ー プ ン ラ ボ ラ ト リ ー の設置な ど産学官連携協力活動 の得 る宇宙 オ ー プ ン ラ ボ ラ ト リ ー の設置な ど産学官連携協力活動 の得 る宇宙 オ ー プ ン ラ ボ ラ ト リ ー の設置な ど産学官連携協力活動 の得 る宇宙 オ ー プ ン ラ ボ ラ ト リ ー の設置な ど産学官連携協力活動 の

場の整備。場の整備。場の整備。場の整備。

な お 、産業界の声 を新機関の組織設計段階 か ら十分 に反映 させ るな お 、産業界の声 を新機関の組織設計段階 か ら十分 に反映 させ るな お 、産業界の声 を新機関の組織設計段階 か ら十分 に反映 させ るな お 、産業界の声 を新機関の組織設計段階 か ら十分 に反映 させ る

た め 、 文 部科学省 に産業界等 の関係者 か ら 成 る 連絡会議 を 設置 すた め 、 文 部科学省 に産業界等 の関係者 か ら 成 る 連絡会議 を 設置 すた め 、 文 部科学省 に産業界等 の関係者 か ら 成 る 連絡会議 を 設置 すた め 、 文 部科学省 に産業界等 の関係者 か ら 成 る 連絡会議 を 設置 す

る 。 ま た 、文部科学省は 、関係省庁等 と連携し 、 い わゆ る ア ン カー テ ナる 。 ま た 、文部科学省は 、関係省庁等 と連携し 、 い わゆ る ア ン カー テ ナる 。 ま た 、文部科学省は 、関係省庁等 と連携し 、 い わゆ る ア ン カー テ ナる 。 ま た 、文部科学省は 、関係省庁等 と連携し 、 い わゆ る ア ン カー テ ナ

ンシーの可能性を検討するな ど宇宙利用に係る官需の拡大 に努め る 。ンシーの可能性を検討するな ど宇宙利用に係る官需の拡大 に努め る 。ンシーの可能性を検討するな ど宇宙利用に係る官需の拡大 に努め る 。ンシーの可能性を検討するな ど宇宙利用に係る官需の拡大 に努め る 。

※ ア ン カー テナ ンシー ： 政府が開発段階か ら受注 を確約する方式※ ア ン カー テナ ンシー ： 政府が開発段階か ら受注 を確約する方式※ ア ン カー テナ ンシー ： 政府が開発段階か ら受注 を確約する方式※ ア ン カー テナ ンシー ： 政府が開発段階か ら受注 を確約する方式

７ ．大学との連携 ・協力の推進７ ．大学との連携 ・協力の推進７ ．大学との連携 ・協力の推進７ ．大学との連携 ・協力の推進

新機関は 、強力な技術的基盤の構築 や宇宙開発利用の拡大 、 宇新機関は 、強力な技術的基盤の構築 や宇宙開発利用の拡大 、 宇新機関は 、強力な技術的基盤の構築 や宇宙開発利用の拡大 、 宇新機関は 、強力な技術的基盤の構築 や宇宙開発利用の拡大 、 宇

宙産業の発展に資す る産学官 の共同研究開発な ど を推進す る た め 、宙産業の発展に資す る産学官 の共同研究開発な ど を推進す る た め 、宙産業の発展に資す る産学官 の共同研究開発な ど を推進す る た め 、宙産業の発展に資す る産学官 の共同研究開発な ど を推進す る た め 、

大学が有 す る 人文社会科学系 を含 む幅広 い基礎研究 の成果 、優 れ大学が有 す る 人文社会科学系 を含 む幅広 い基礎研究 の成果 、優 れ大学が有 す る 人文社会科学系 を含 む幅広 い基礎研究 の成果 、優 れ大学が有 す る 人文社会科学系 を含 む幅広 い基礎研究 の成果 、優 れ

た人材 、 研究開発能力及び多様な社会 と の ネ ッ ト ワ ー ク を活用す る 。た人材 、 研究開発能力及び多様な社会 と の ネ ッ ト ワ ー ク を活用す る 。た人材 、 研究開発能力及び多様な社会 と の ネ ッ ト ワ ー ク を活用す る 。た人材 、 研究開発能力及び多様な社会 と の ネ ッ ト ワ ー ク を活用す る 。

そ の際 、 新 機 関 が全国 の大学 に開 か れ た大学共同利用機関 で あそ の際 、 新 機 関 が全国 の大学 に開 か れ た大学共同利用機関 で あそ の際 、 新 機 関 が全国 の大学 に開 か れ た大学共同利用機関 で あそ の際 、 新 機 関 が全国 の大学 に開 か れ た大学共同利用機関 で あ

る宇宙科学研究所 も統合 し て創設 さ れ る こ と を 踏 ま え 、 こ れ ま で培 わる宇宙科学研究所 も統合 し て創設 さ れ る こ と を 踏 ま え 、 こ れ ま で培 わる宇宙科学研究所 も統合 し て創設 さ れ る こ と を 踏 ま え 、 こ れ ま で培 わる宇宙科学研究所 も統合 し て創設 さ れ る こ と を 踏 ま え 、 こ れ ま で培 わ

れ て き た ネ ッ ト ワ ー ク を十分 に活 か し て 、 国公私立 を問 わ な い裾野 のれ て き た ネ ッ ト ワ ー ク を十分 に活 か し て 、 国公私立 を問 わ な い裾野 のれ て き た ネ ッ ト ワ ー ク を十分 に活 か し て 、 国公私立 を問 わ な い裾野 のれ て き た ネ ッ ト ワ ー ク を十分 に活 か し て 、 国公私立 を問 わ な い裾野 の

広 い大学 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る と と も に 、大学 と 宇宙利用関係広 い大学 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る と と も に 、大学 と 宇宙利用関係広 い大学 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る と と も に 、大学 と 宇宙利用関係広 い大学 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る と と も に 、大学 と 宇宙利用関係

省庁 ・ 機関 や産業界 と の連携 ・協力 の強力な コ ー デ ィ ネ ー ト機能 を持省庁 ・ 機関 や産業界 と の連携 ・協力 の強力な コ ー デ ィ ネ ー ト機能 を持省庁 ・ 機関 や産業界 と の連携 ・協力 の強力な コ ー デ ィ ネ ー ト機能 を持省庁 ・ 機関 や産業界 と の連携 ・協力 の強力な コ ー デ ィ ネ ー ト機能 を持

たせ る 。たせ る 。たせ る 。たせ る 。
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８ ．新機関の設置形態 につ いて８ ．新機関の設置形態 につ いて８ ．新機関の設置形態 につ いて８ ．新機関の設置形態 につ いて

新機関につ い て は 、平成 １ ３年 １ ２月 １ ９日 に閣議決定され た 「 特殊新機関につ い ては 、平成 １ ３年 １ ２月 １ ９日 に閣議決定され た 「 特殊新機関につ い ては 、平成 １ ３年 １ ２月 １ ９日 に閣議決定され た 「 特殊新機関につ い ては 、平成 １ ３年 １ ２月 １ ９日 に閣議決定され た 「 特殊

法人等整理合理化計画 」 を 踏 ま え て 、 「独立行政法人 」 と し て 設置 す法人等整理合理化計画 」 を 踏 ま え て 、 「独立行政法人 」 と し て 設置 す法人等整理合理化計画 」 を 踏 ま え て 、 「独立行政法人 」 と し て 設置 す法人等整理合理化計画 」 を 踏 ま え て 、 「独立行政法人 」 と し て 設置 す

る 。る 。る 。る 。

９ ．今後の検討の方向９ ．今後の検討の方向９ ．今後の検討の方向９ ．今後の検討の方向

今後は 、 こ れ ま で の検討の成果であ る新機関に求 め ら れ る役割 ・機能今後は 、 こ れ ま で の検討の成果であ る新機関に求 め ら れ る役割 ・機能今後は 、 こ れ ま で の検討の成果であ る新機関に求 め ら れ る役割 ・機能今後は 、 こ れ ま で の検討の成果であ る新機関に求 め ら れ る役割 ・機能

等を踏ま え て 、新機関を独立行政法人と し て設置する こ と を前提 と し て 、等を踏ま え て 、新機関を独立行政法人と し て設置する こ と を前提 と し て 、等を踏ま え て 、新機関を独立行政法人と し て設置する こ と を前提 と し て 、等を踏ま え て 、新機関を独立行政法人と し て設置する こ と を前提 と し て 、

組 織 設計 に 当 た っ て 留 意 す べ き 組織 の 骨格 に つ い て 、引 き続 き 検 討 を組 織設計 に 当 た っ て 留 意 す べ き 組織 の 骨格 に つ い て 、引 き続 き 検 討 を組 織設計 に 当 た っ て 留 意 す べ き 組織 の 骨格 に つ い て 、引 き続 き 検 討 を組 織設計 に 当 た っ て 留 意 す べ き 組織 の 骨格 に つ い て 、引 き続 き 検 討 を

行い 、今年度中に最終的に取 り ま と め る こ と を予定してい る 。行い 、今年度中に最終的に取 り ま と め る こ と を予定してい る 。行い 、今年度中に最終的に取 り ま と め る こ と を予定してい る 。行い 、今年度中に最終的に取 り ま と め る こ と を予定してい る 。


